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●
菅
谷
小
学
校
に
つ
い
て

　

菅
谷
小
学
校
は
、
４
月
に
、
新
１
年

生
81
名
を
迎
え
、
全
校
児
童
４
０
４
名

（
令
和
３
年
６
月
現
在
）
と
な
り
ま
し

た
。
１
年
生
が
５
年
ぶ
り
に
３
ク
ラ
ス

と
な
り
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
過
ご
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
も
、
手
洗
い
、
換
気

の
徹
底
、密
を
避
け
る
工
夫
な
ど
、様
々

な
場
面
で
行
っ
て
い
ま
す
。
感
染
症
対

策
を
行
い
な
が
ら
の
学
校
生
活
で
は
あ

り
ま
す
が
、
毎
日
、
児
童
の
元
気
な
声

が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

元
気
い
っ
ぱ
い

第
１
４
７
回
　
運
動
会

　

今
年
度
は
、「
信
じ
合
い　

み
ん
な

で
作
ろ
う　

負
け
な
い
心
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
、
全
校
児
童
が
一
生
懸
命

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
感
染
症
対
策
の
た
め
、
競

技
内
容
等
を
工
夫
し
て
の
実
施
と
な
り

ま
し
た
。
参
観
の
保
護
者
の
方
に
も
、

人
数
や
応
援
の
仕
方
に
ご
配
慮
い
た
だ

き
、
子
供
た
ち
の
活
躍
を
見
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
徒
競
走
、
低
・
中
・
高

学
年
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
競
技
に
加
え
て
、

４
〜
６
年
生
児
童
に
よ
る
代
表
リ
レ
ー

と
、
全
校
児
童
に
よ
る
大
玉
送
り
を
行

い
ま
し
た
。
密
を
避
け
、
接
触
を
防
ぎ

な
が
ら
で
は
あ
り
ま
す
が
、
全
校
で
の

活
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本

校
で
は
、
感
染
症
対
策
の
た
め
、
今
も

異
学
年
・
大
人
数
で
の
活
動
が
難
し
い

現
状
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、

運
動
会
を
通

し
て
、
全
員

で
力
を
合
わ

せ
、
す
ば
ら

し
い
思
い
出

を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。笑

顔
あ
ふ
れ
る
　
た
て
わ
り
活
動

　

菅
谷
小
学
校
で
は
、「
た
て
わ
り
活

動
」
と
い
う
、
異
学
年
が
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
交
流
す
る
活
動
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
度
は
、
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
、

活
動
が
中
止
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
回
も

あ
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
６
月
に
第

１
回
の
活
動
が
行
わ
れ
、
６
年
生
が
新

リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
自
己
紹
介
や
こ
れ

か
ら
の
活
動
の
計
画
を
立
て
る
活
動
を

し
ま
し
た
。
ど
の
子
も
楽
し
そ
う
な
様

子
が
見
ら
れ
、
学
校
全
体
で
、
さ
ら
に

親
睦
が
深
ま
っ
て
い
き
そ
う
で
す
。

愛
情
あ
ふ
れ
る
　
地
域
の
学
校

　

菅
谷
小
学
校
は
、「
学
校
応
援
団
」

を
は
じ
め
、
保
護
者
の
方
々
や
、
地
域

の
皆
さ
ま
に
、
様
々
な
お
力
添
え
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
内
容
は
、
朝
の

登
校
の
見
守
り
・
あ
い
さ
つ
運
動
や
、

除
草
作
業
、
資
源
回
収
、
授
業
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

よ
り
よ
い
環
境
で
、
子
供
た
ち
が
活
動

で
き
る
よ
う
に
、
ど
の
方
も
積
極
的
に
、

参
加
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
に
は
、
昨
年
度
感
染
症
予
防
の

た
め
中
止
に
な
っ
た
資
源
回
収
を
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
役

員
を
筆
頭
に
、
地
域
の
方
か
ら
の
ご
支

援
に
よ
り
、
多
く
の
回
収
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
方
々
の
見
守
り
の
も
と
、「
笑

顔
あ
ふ
れ
る
元
気
な
学
校
」
を
目
指
し
、

教
職
員
も
全
力
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

温
か
な
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ　

菅
谷
小
学
校

　

☎
62

－

２
０
４
４

～子ども達の未来のために～

なぜ　学校再編等の話し合いが必要なのでしょうか

児童生徒数の減少

学校設備の老朽化

　全国的に少子高齢化・人口減少が進むなか、嵐山町においても児童生徒数が減少を続け、学校
の小規模化が深刻となっています。
　嵐山町における令和２年の小学校児童数は701人で、昭和56年（40年前）のピーク時の2,831人
と比較すると、約75%減となっています。今後の人口推計では、10年後には498人、20年後には
383人とさらなる児童数の減少が見込まれています。

　町立小中学校の校舎は全て築後35年を超えており、一番古い菅谷小学校は築後49年が経過して
います。各校とも毎年多くの修繕を必要としており、大規模な修繕は対応できず応急的な修繕の
みの対応としているものも多くあります。

　会議は８月中に第１回目を開催する予定です。会議で話し合われたことは、この広報誌や町ホームページにお
いて、皆さんにお知らせします。

　町内小中学校及び幼稚園・保育園の保護者を対象にアンケートを実施
しました。設問の１項目として「再編の必要性」についてお尋ねしました。
「必要がある」、「状況によっては必要」を併せると小学校では67.22％、
中学校では61.5％でした。
　ご協力いただきありがとうございました。

※配布1,177件に対して787件のご回答を頂きました（回答率66.86％）
※回答数やグラフは速報値です。今後の集計で変動する可能性があります。

嵐山町立小中学校再編等審議会

問合せ　教育委員会事務局　☎６２－０８２３

学校教育についての
アンケート結果

小学校 中学校
必要がある
19.82％

必要ない
12.83％

わからない
14.23%

無回答
11.44%

状況によっては必要
41.68％

必要がある
17.79％

状況によっては必要
49.43％

必要ない
12.83％

わからない
14.49％

　無回答5.46％


